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CEN周辺の輻射点分布 



【3】-1 ２０２５年のCEN周辺輻射点分布-1 

 上は、１月２５/２６日の輻射点です。２６日の３時５８分の2つのICNに判定された輻射点
と近くの輻射点です。下は、今年の１月中旬から２月中旬のCEN周辺の輻射点の分布で
す。この図からかなりのまとまりが見られるので周辺に群が活動しているのではないかと
思い色々とグラフ化してみたことをまとめました。まだ、途中経過です。 

J4判定 



上の図は、J4判定での輻射点です。４つしか判定されていません。下は、J4+IAU
判定です。２０個近く判定されています。CENは、ケンタウルス座複合流星群
(Centaurid Complex) TCEとOCNとACEの複合群とされているので同一群であるも
のもあります。黄色の円内には、CENとは別群が存在していそうです。 

J4判定 

J4+IAU判定 

【3】-2 ２０２５年のCEN周辺輻射点分布-2 



【3】-3 ２０２５年のCEN周辺輻射点分布等-1 

 左の図は、輻射点分布です。とりあえず、Orbitで判定されたもののみ色分けしました。３
つの既知群と5つの別群がありそうです。小さい青丸は、散在判定です。水色の丸の所を
詳しく判定していくとまた、何かわかるかもしれません。右の図は、太陽黄経ごとの赤経
の移動です。６つとも少し増加しているので明らかに群と思われます。青い→の線は、別
群かもしれません、黄色の→線は、OHYとSOVの延長とも考えられます。  



【3】-4 ２０２５年のCEN周辺輻射点分布等-2 

 左の図は、太陽黄経と赤緯の変化です。ばらつきが多いですがSOV以外は、少し南下し
ているようです。青い→の線の所にも何かありそうです。右の図は、赤緯とVgの関係です。
OHYとTCEは、10km/secの違いが見られ別群と考えられそうですが。青い円内の散在判定
の正しい群判定をしないとはっきりと言えないようです。 



【3】-5 ２０２５年のCEN周辺の群の軌道要素の関係-1 

 左の図は、軌道要素のq-iの図です。６つの群の位置がよくわかります。AとCが重なっています。６
つの周辺の散在判定で群になっているものがあるようです。広がりが大きいですが、青い円の所に
何かあるのでしょうか。右の図は、軌道要素のω-iです。こちらは、６つの群がとてもよく分かれていま
す。周辺にいくつか散在判定になっているものがあるようです。左の黄色い円の所と右の青い円の
所は、散在判定になっていましたが既知群のKCRが見つかりました。 



【3】-6 ２０２５年のCEN周辺の群の軌道要素の関係-2 

 左の図は、軌道要素のω-qの図です。TCEとCが重なっています。SOVとOHYが一部重
なっています。Bだけ明らかにはっきりとわかります。前後も散在判定もBの可能性はあり
そうです。B以外が曲線所に乗っているのでCEN周辺の輻射点が広く分布していたので
しょうか。広がりが大きいですが、青い円の所に何かあるのでしょうか。右の図は、軌道
要素のaとeの図です。こちらは、それぞれがバラバラで何もわかりません。 



【３】-7 ２０２５年のCEN周辺の群と母天体候補の軌道要素等の一覧 

 最後に2025年の既知群のOHYとSOVと未知群のAとBとCとDとD2とEの各群毎の平均軌道と
IAUと一番近い群と母天体候補です。どうも、これを見ると、まだ、未知群の方は、周辺の散

在と判定されているものが混じっていたり、きちんと群判定ができていないのかすっきりとし
ていないです。Aは、JAV。Bは、FEL。Cは、DCO。Dは、ICN。D2し、TCEとTCN。Eは、KCRに該当
するようです。もう少し、時間をかけて他の年も含めて調べる必要があるようです。 


